別紙2-1

2011年3月頃の発振回路実験

　144MHz用VFOの実験を繰り返す中(作っては壊し：笑)で、下記回路(クラップ発振回路)でだいぶ周波数が安定して動作するようになってきた。
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　ありあわせの部品で組んでみた。

バリキャップの手持ちがなかったので

代わりに6.8Vのツェナーダイオードを

使ってみた。


■1号機のVFOから作っては壊し作っては壊し(苦笑)でここまでの改善点は

1 2SK241を使ったハートレー発振回路を2SC1907を使ったクラップ発振回路に変更

· 2SK241だと上記回路(トランジスタで組んだ場合)で言うベース～エミッタ間、エミッタ～アース間のコンデンサを小さくしないと発振が難しくなるが　それではクラップ回路本来のメリットが生かせないので○の容量より○の容量を大きくすることにこだわった。

2 緩衝増幅は有るのと無いので、だいぶ違うことがわかったのでつけることにした。

※緩衝増幅も電流帰還バイアスにしたかったが、どうしても手持ちで使えそうな抵抗が無かったので(^^;)

しゃあない、とあきらめた。(笑)

3 発振回路のバイアスを固定バイアスから電流帰還バイアスに変更した。

　発振周波数安定に電源の安定化・温度の安定化・シールドをつけるとか記事でよく見かけるが、固定バイアスを電流帰還バイアスに変えるだけで、かなり安定するようだ。特に電源をONにしてから30分くらいの間の変動が格段に少なくなった。

④発振回路に流す電流を減らしてみた。

　外からトランジスタを触って熱くなってなくても、中のPN接合の部分は熱くなっているかも知れないので

発振回路に流す電流を減らしてみた。2SC1907では特性上5～10mAくらい流すのが、より高い周波数で、より

増幅率が高くなるが温度のことが気になるので、あえて電流を減らしてみた。

③のバイアスを変えたのと流す電流を減らすのと、どちらの効果が大きいのかは不明。

　消費電力を抑えたいという気持ちもあった。
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■バリキャップ以外の素子をバリキャップ代わりに使った

　ネット情報によるとPN接合は容量の大小はあっても基本的にバリキャップのようなコンデンサとしての特性

はあるらしい。ということでスイッチングダイオードを使ってみた。

　　スイッチングダイオードを使った理由は、バリキャップに比べて入手しやすそうだし、どれも違わんだろう(苦

笑)から、使えそうなら使ってみようという軽い気持ちだった。が、これが大きな間違いだった。というのは、

スイッチングダイオードは基本的にアノード～カソード間の静電容量が小さく作られているらしい。静電容量が

大きければ逆方向の電圧がドン！とかかると瞬間でも逆方向に電流が流れたり高い周波数の信号が逆方向に通り

抜けたりするから。そうならないように静電容量が小さく作られているようだ。

　スイッチングダイオードをバリキャップ代わりに使うとうまく周波数を変えられないし周波数の幅も取れない

のであきらめた。

　さらに手持ちで他にツェナーダイオードらしい？ものがあったので、これをバリキャップ代わりに使ってみた。

ダイオードは外見から型番が判らないから、電圧をかけて電流が流れ出す電圧を確認して、たぶんこれだと判断

している。(苦笑)逆方向に電圧をかけて表示の数字とだいたい合っている。たぶん、何Ｖのツェナーダイオード

だ、という判断。(苦笑苦笑の連続だ)

　実際にVFO(VCO)に組込む前に、電圧をかけない状態で静電容量を測ってみると面白いことがわかった。電

圧の低いツェナーダイオードほど静電容量が大きいようだ。


ちなみに整流用ダイオードらしいのを計ったら56pFだった。
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■可変抵抗器(VR)でVCOの周波数を調整するようにした時の奇妙な現象

　　スイッチングダイオードをバリキャップ代わりに使っていたとき可変抵抗器を回すと周波数が変に変わった。

　　↓こんな感じ。ネットで同様の結果を書いている記事を見かけた。


　　　いろいろ考えて、ダイオードをはずしたらどうなるか、やってみた。

　　ダイオードが無いんだから本来周波数が変わらないはずなのにダイオードをはずしても、やっぱり変に周波数

　　が変わる。つまりダイオードが原因でなくて可変抵抗器が原因か…。







　　　しかし、1MΩの抵抗を介してダイオードに電圧をかけているのに、影響があるのか？

　　考えた末、可変抵抗器の持つ静電容量より大きな容量を持つダイオードを使えば改善できるのではないか

　　というふうに思った。

　　　スイッチングダイオードを6.8Vのツェナーダイオードに変更したら、うまく行った。

ダイオードにかかる電圧


(可変抵抗器のシャフト回転角度)





周波数





　どうやら、可変抵抗器のケースや電極間の静電容量が影響しているらしい。回路図には出てこない静電容量か。


　シャフトを回すことによりダイオードにかかる電圧は期待通りに変えられても、端子間やアースとの間の静電容量は期待に反して増えたり減ったり影響しているらしい。








ダイオードの表示　　静電容量の


(たぶん電圧だろう)　　測定結果


3.0Z　1L　　　　　295pF


3.3Z　2J　　　　　260pF


5.1X　2D 　　　　 83pF


5.1Z　2K　　　　　80pF


5.6Z　2K　　　　　56pF


Z6.8　0K　　　　　50pF





後でわかったが、電池への回り込み軽減のためにつけたが自己共振周波数SRFが145MHzに対して低すぎるので全く効いてなかったかも。
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